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新聞などの「出版資本主義」によって、国民国

家という「想像の共同体」が創出されたと指摘

したが［Anderson 1983=1987］、トインビーは「音

楽の中に共通のアイデンティティを見出したい

という欲望を商業的に搾取＝利用することによ

り、音楽産業は音楽的共同体の構築を促進して

きたのではないか」［Toynbee 2000=2004: 283］

として、「想像の共同体」の創出において音楽

産業が果たしてきた役割について論じている。

　この問題を考える上で興味深い事例が、イギ

リスの南アジア系ポピュラー音楽、いわゆる「エ

イジアン音楽」である。イギリスでは、「エイジ

アン」とは主として旧植民地である南アジアの

国々にルーツを持つ人々のことを指し
1
、エイ

ジアン音楽とは主にそうした南アジアの音楽的

要素を含むポピュラー音楽を意味する
２
。ゆえ

に、エイジアン音楽とは広範な南アジア各地に

１　はじめに――問題の所在と研究対象

　音楽は、ある特定のエスニックな表現方法

――用いられる楽器やリズム、ビート、演奏法、

歌詞に用いられる言語など――によって、ある

集団への帰属感覚を聴く人々に喚起するための

強力なツールとなりうる文化である。「黒人音

楽」や「ラテン音楽」といった呼称は、「特定

の人々と特定の種類の音楽のあいだの繋がりを

意味するもの」［Negus 1996=2004: 155］とし

て機能し、実際には実に多様な音楽的実践が行

われているにもかかわらず、そうした実践をあ

る特定のエスニシティと強固に結びつけること

で、あたかもそれが単一のエスニック・グルー

プに属する人々によって演じられる単一の音楽

ジャンルであるかのごときイメージを生じさせ

る。アンダーソンは、19 世紀に発展した小説や

ブリティッシュ・エイジアン音楽の
「エイジアン」とは何か

――ポピュラー音楽のジャンル性をめぐる一考察――

栗田　知宏

　本稿は、「エイジアン音楽」と呼ばれる在英南アジア系ポピュラー音楽のジャンルの境界が、特に「エ

イジアン」というエスニック・グループの文化的同
アイデンティティ

一 性 という問題のなかでどのように意識されてい

るのかの一端を、エイジアン音楽産業に携わる人々を対象としたインタビュー調査をもとに考察する。

エイジアン音楽においては、実際には特定の地域や特定の南アジア系言語と結びついたバングラやボリ

ウッド音楽が代表的な位置を占めている。しかしこれらは、エイジアン・アンダーグラウンドと呼ばれ

るハイブリッドなクラブサウンドと同様、ダンスミュージックとしての性格によって、より幅広い南ア

ジア系のオーディエンスに向けて発信されている。また、音楽の作り手自身がエイジアンとしてのエス

ニシティを有するかどうかもひとつの指標となっており、こうした要素が文脈依存的に作用することで、

「エイジアン音楽」という曖昧な準拠枠は存続している。
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ルーツを持つあらゆる形のポピュラー音楽的な
３

音楽実践を含みうるはずだが、実際にはある特

定の音楽形式がエイジアン音楽を「代表」する

ものとして流通しているというのが現状である。

それでは、どのような音楽がエイジアン音楽と

いうカテゴリーに包含され、またそこから除外

されているのか。そして、エイジアン音楽とし

ての代表性を付与された音楽形式は、いかなる

点において、多様な属性を有する在英南アジア

系移民にアピールするものとして生産され流通

しているのか。本稿ではこうした問い、すなわ

ち「エイジアン音楽」というジャンルの境界が、

特に「エイジアン」というエスニック・グルー

プの文化的同
アイデンティティ

一性という問題のなかでどのよう

に意識されているのかの一端を、エイジアン音

楽産業に携わる南アジア系の人々を対象とした

インタビュー調査をもとに考察したい。

２　研究の背景と調査方法

２－１　在英南アジア系移民の多様な属性と

「エイジアン」アイデンティティ

　エイジアン音楽について論じる前に、本稿の

研究対象である在英南アジア系移民とはどのよ

うな存在なのかを概観しておこう。イギリスの

2001 年のセンサスによると、南アジア系
４
の人

口は約 233 万人で全人口の 4％となっており、

「エスニック・マイノリティ」全体の人口（7.9％）

の約半数を占めている。イギリスに定住する南

アジア出身者としては、19 世紀中盤には主要港

湾都市で行商などに従事するインド人下級船員

や、第二次世界大戦期に軍需工場で働くインド

人移民が存在したが、本格的な移民が始まった

のは 1950 年代である。第二次世界大戦後の経

済復興に伴う労働者不足のために、イギリスは

この時期に旧植民地であるインド亜大陸から多

くの移民を受け入れた
５
。こうした労働者の多く

は、ロンドンをはじめ、バーミンガム、コヴェ

ントリー、レスター、マンチェスター、ブラッ

ドフォードといったイングランド中部の産業都

市に移り住み、非熟練・低賃金労働に従事した

［浜口 2000］。現在もこれらの都市には南アジア

系の集住地域が存在し、ルーツのある国や地域、

言語、宗教などによってある程度の住み分けが

できているが、その背景には南アジア本国の親

戚や同郷の人々が先に移住した者を頼って連鎖

移住してきたという事情がある。一口に南アジ

ア系移民と言っても、その属性や渡英の時期、

移住の動機は実に多様である。

　現在（2011 年 3 月）の段階で最新であるイ

ギリスの 2001 年のセンサスにおいては、注１

で指摘したとおり、「民族集団（ethnic group）」

の選択肢は「エイジアン」のなかでは「インド

系」「パキスタン系」「バングラデシュ系」（な

らびに「その他のアジア系」）のように国別に

なっている。ここからは、ルーツのある国とい

う観点から南アジア系移民の人口構成などは把

握できても、その内部における多様性を知る

ことはできない。このため、少し古いデータで

はあるが、1994 年に実施された「第 4 回イギ

リスにおけるエスニック・マイノリティ国内調

査」
６
 の結果から在英南アジア系移民の宗教と

使用言語の割合［Modood et al. eds 1997］
７
を

示しておこう。これによると、インド系ではシ

ク教徒（50％）とヒンドゥー教徒（32％）が

多く、逆にパキスタン系とバングラデシュ系

ではムスリムが圧倒的多数を占めている（パキ

スタン系では 96％、バングラデシュ系では 95

％）。インド本国における 2001 年のセンサス

ではヒンドゥー教徒が約 8 割を占め、シク教

徒はわずか 1.9％であることを考えると、在英

インド系移民におけるシク教徒の多さは明らか



ソシオロゴス　NO.35　／ 2011 3

である
８
。一方、使用言語を見てみると、複数

の言語が用いられている状況がうかがえる。イ

ンド系の場合はパンジャービー語（62％）、ヒ

ンディー語（33％）、グジャラーティー語（20

％）などが多く、また東アフリカから再移住し

た人々はグジャラーティー語（67％）、ヒンデ

ィー語（44％）、パンジャービー語（30％）な

どを用いている。パキスタン系はパンジャービ

ー語（74％）やウルドゥー語（73％）が大半で、

バングラデシュ系はシレーティー（バングラデ

シュ北東部の都市シレットを中心に話されるベ

ンガル語の方言、60％）とベンガル語（56％）、

ヒンディー語（22％）が多い。

　こうした宗教および使用言語の割合からみる

と、北インドとパキスタンにまたがるパンジャ

ーブ地方で話されるパンジャービー語を用いる

人々（パンジャービー）が在英南アジア系移

民の多くを占めていることが分かる。インド系

におけるシク教徒人口の多さもまた、パンジャ

ービー人口の多さを示すものとして捉えられよ

う。さらに、ヒンディー語、ならびにヒンディ

ー語と文法的に同一言語であるウルドゥー語を

理解する人々の多さも明らかである。このこと

は、エイジアン音楽のある特定のサブジャンル

がエイジアン音楽を「代表」するものとして常

にクローズアップされるという現状と、非常に

密接に関係していることをうかがわせる。（こ

れについては２－３および３で言及する。）

　モウドゥードは、上記の 1994 年の調査結果

から、ブリティッシュ・エイジアンのアイデン

ティティのあり方についての分析を行っている

［Modood 2001］。そのなかで彼は、「ブリティ

ッシュ・エイジアンのアイデンティティは、イ

ギリス性（Britishness）の再創造（remake）に

対する影響力と、それ（引用者注：イギリス

性）によって形作られる可能性とを有してい

る」［Modood 2001: 77］として、「エイジアン」

が「ブリティッシュ」というアイデンティティ

との関係性のなかで形作られる概念であること

を論じている。このことから示唆されるのは、

エイジアンという呼称はホスト国家であるイギ

リス社会からの（ポスト）コロニアルな名づけ

に他ならないが、その与えられた呼称を自ら名

乗ることで、南アジア系移民たちは「ブリティ

ッシュ」との示差性によって区別される「エイ

ジアン」としての自己／集団認識を作り上げて

きたという可能性である。もちろん、全ての南

アジア系の人々がエイジアンというアイデンテ

ィティのみ
4 4

を持っているとは考えられず
9
、日

常生活のなかでルーツのある国・地域や宗教、

言語などに基づく多様かつ複合的なアイデンテ

ィティを意識しているというのがより正確な理

解だと言える。それでも、「エイジアン」がイ

ギリス社会においていわゆる「白人」と区別さ

れるカテゴリーとして、南アジア系の人々の複

合的アイデンティティのひとつを構成している

ということは間違いないだろう。

２－２　エイジアン音楽と「エイジアン」アイ

デンティティ

　モウドゥードは上述の議論のなかで、イギリ

スにおける「エイジアン」アイデンティティの

出現が「『ブラックの誇り』や、黒人のヒップ

ホップあるいはラップ・ミュージックによっ

て直接的な影響を受けたり、それらをモデル

としたりしている」［Modood 2001: 68］とし

て、ポピュラー音楽を通じた「エイジアン」ア

イデンティティ形成の可能性を指摘している。

これはつまり、「エイジアン」という集合的ア

イデンティティが、イギリスにおける他のエス

ニック・マイノリティであるアフロ・カリビア

ンの――さらに言えば、「ブラック・アトラン



4 ソシオロゴス　NO.35　／ 2011

ティック」［Gilroy 1993=2006］のディアスポ

ラの歴史のなかに位置づけられ、アメリカ・ニ

ューヨークの黒人スラム地区で生まれた――ヒ

ップホップという音楽ジャンルにおける「ブラ

ック」の語りから影響を受けた、一種の対抗的

アイデンティティとして捉えられうるというこ

とである。ギルロイは、黒人音楽の歴史の分析

のなかで、「変わってゆく同じもの（changing 

same）」［Gilroy 1993=2006:199］という概念

によって、黒人の文化的表現が多様性を伴いな

がらも、「ブラック」としての社会的経験に基

づくある種のハイブリッドな一体性を保持して

いるという見方を提示している。ギルロイのこ

の概念は、「音楽がつなぐ解釈共同体の拡がり」

［Gilroy 1993=2006: 447］（訳者解説より）と

いう視点を提供しており、エイジアン音楽とエ

イジアンのオーディエンスとの複雑な関係性を

考察する上で有用である。

　このように、エイジアン音楽をひとつの総体

的な〈場〉［Bourdieu 1979=1990, 南田 2001］

として捉え、そのネットワークに関与する人々

の関係性のなかから音楽ジャンルの境界と「エ

イジアン」という集合的な文化的同
アイデンティティ

一性の捉

え方を考察する事例研究は管見の限りではほぼ

見当たらず、バングラ（Bhangra）やいわゆる

「ポスト・バングラ」、「エイジアン・アンダー

グラウンド」と呼ばれるような音楽スタイル（２

－３および３－２で詳述する）をどちらかと言

えば個別的な形で「エイジアン」というエスニ

ック・グループの多様性との関わりのなかで取

り上げた研究が多い
10
。こうした背景には、「エ

イジアン音楽」という包括的な音楽的カテゴリ

ーについて理論的・実証的に論じることが、エ

イジアン音楽の境界や「エイジアン」としての

人々の自己認識のあり方までも本質主義的に固

定化するものとして解釈されかねない危うさが

あるのではないかと思われる
11
。

　当たり前のことだが、南アジア系の人々が皆

エイジアン音楽を愛好するわけではない。南ア

ジア系ロックバンドの女性シンガーが、「私は

ブロンディとザ・ジャム
12
を聴いて育った。こ

れまでの人生でバングラに夢中になったことは

一度もない」［Huq 1996: 74］と語ったように、

エイジアン音楽が自分にとって全く重要でない

と考えているエイジアンもいる。そもそも、「エ

イジアン音楽」というジャンルに明確な定義を

与えられるのかどうかも疑わしい。しかし、少

なくとも在英南アジア系のメディア（新聞、ラ

ジオ、インターネットなど）においては、「エ

イジアン音楽」というカテゴリーが確かに存在

しているという事実も見過ごしてはならない
13
。

ここで重要となるのが、音楽産業が「想像の共

同体」の創出において果たす役割について論じ

たトインビーの議論である。エイジアン音楽業

界の人々は、「エイジアン」という音楽ジャン

ルの境界を自ら設定することによって、エイジ

アンというひとつの総体的なエスニック・グル

ープ――それが現実に存在するか「想像の共同

体」に過ぎないかどうかにかかわらず――の維

持にとって重要な役割を果たしているのではな

いか。このエイジアン音楽のジャンル性が果た

す効果がどのようなものなのかを、音楽業界関

係者の意識から探ることで明らかにしたい。

２－３　エイジアン音楽の誕生と発展

　それでは、イギリスにおけるエイジアン音楽

はどのようにして誕生し、現在に至るまで発展

を続けてきたのだろうか。

　イギリスでは、第二次大戦後の経済復興のた

めに 1950 年代から 60 年代にかけてインド亜大

陸から多くの労働者が流入し、さらに 60年代か

ら 70 年代にかけて扶養家族の呼び寄せが進ん
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だ。このような「一時滞在」から「定住」へと

いう移民形態の変化のなかで、イギリスに生活

の基盤を置くようになったパンジャービーの住

民が、「祖国」の伝統を維持する必要性の自覚か

ら、結婚式や家族・コミュニティの行事でバン

グラ（パンジャーブ地方の民俗音楽）
14
を演奏

し、アマチュアのミュージシャンがバングラバ

ンドを次々と結成するようになる。こうした流

れが 80 年代のディスコカルチャーと結びつき、

シンセサイザーやドラムマシンなどの電子音と

融合したダンスミュージックとしての UK バン

グラが形作られ、パンジャービー以外の南アジ

ア系の若者にもアピールするようになったと言

われている
15
 ［Banerji and Baumann 1990, Dudrah 

2007］。さらに 80 年代後半から 90 年代にかけ

ては、デジタル技術の発展により、バングラの

みならずボリウッド（映画）音楽やカッワーリ

ー（イスラーム神秘主義音楽の一種）のリミッ

クスや、それらとレゲエ、ヒップホップ、テクノ、

ハウス、ドラムンベースといったクラブサウン

ドとの融合がなされ
16
、「エイジアン・アンダー

グラウンド」と呼ばれるハイブリッドで実験的

な音楽実践が盛んになる
17
 ［S. Sharma 2006］。さ

らに、90 年代には政治的・社会的なメッセージ

を曲に乗せた「ポスト・バングラ」
18
［S. Sharma 

1996］のアーティストやバンドが登場した
19
。

　2000年代から現在に至るまでのエイジアン音楽

は、こうした「クラブカルチャー」や「ダンスミ

ュージック」としての性格を色濃く有しており
20
、

エイジアンの DJ が大きな存在感を誇っている。

また、アーティストやDJの多くがパンジャービ

ーであり、バングラやパンジャービー語で歌わ

れる音楽がエイジアン音楽において非常に大き

な割合を占めている一方で、その他の南アジア

系の音楽スタイルや言語を用いたポピュラー音

楽（例えばグジャラーティー語音楽やベンガル

語音楽）を耳にする機会は一般的にはほとんど

ない。ただし、その例外が、主にヒンディー語

で歌われる
21
ボリウッド音楽である。インドの

みならず南アジア全体や南アジア系ディアスポ

ラの多い国々で広く視聴され、インドではヒッ

ト音楽と言えば映画の挿入歌を指すほどの高い

人気を誇るボリウッド音楽は、「ポピュラー音楽

的リンガ・フランカ」［Farrell with Bhowmick and 

Welch 2004: 109］として位置づけられうる音楽

で、90 年代以降の「新しい」エイジアン音楽に

おいても重要な役割を担っている
22
。

２－４　インタビュー調査の方法

　調査は、2010 年 7 月から 9 月にかけて、ロ

ンドン、バーミンガム、リーズで、エイジアン

音楽産業内部で活動する南アジア系の人々を対

象に半構造化面接の形で行った。全てのインフ

ォーマントは、南アジア系の知り合いを介して

アクセス可能だった人に限定された。こうした

制約もあり、表 1 で示したようにインフォー

マントのエスニシティはパンジャービーに偏っ

ている。しかし、アーティストと同様、エイジ

アン音楽業界やメディア関係者のなかにもパン

ジャービーが多いと思われるため、これはある

意味当然の結果であるとも言える
23
。

　アーティストやDJといった音楽の担い手は、

エイジアン音楽の「生産」や「流通」（「媒介」

［Negus 1996=2004］）の面において重要な役

割を担っている。加えて、今回のインタビュ

イー 6 名のうち 5 名はイギリス生まれであり、

10 代の頃にエイジアン音楽と出会い、慣れ親

しみ、先人たちからの影響の下で音楽活動に携

わるようになった
24
。その点においてかれらは

エイジアン音楽の熱心なファンでもあり、音楽

の「消費」にも関わる存在である。
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３　インタビュー調査の分析

３－１　バングラとボリウッド音楽がエイジア

ンにもたらしたもの

　まず、エイジアン音楽を代表するとみなされ

ているバングラとボリウッド音楽のどのような

点が、南アジア系の人々にアピールするものと

して捉えられているかについて検討したい。パ

ンジャーブという南アジアの特定の地域にルー

ツを持つバングラや、主にヒンディー語で歌わ

れるボリウッド音楽は、いかなる理由で幅広い

南アジア系移民に受け入れられたと考えられて

いるのだろうか。

　80 年代からイギリスを代表するバングラバ

ンドのヴォーカリストとして活躍する A 氏は、

「バングラは、イギリスではエイジアン音楽の

なかで最もポピュラー。次がおそらくボリウッ

ドだろう」との認識を示した上で、自分がどの

ようにしてバングラと出会ったかを語ってくれ

た
25
。A 氏によると、彼が若い頃の 70 年代後

半から 80 年代前半、エイジアンの若者たちが

集まれる場所と言えば、寺院か映画館ぐらいし

かなかった。唯一の娯楽は映画館にあり、スタ

ーの出演する最新のボリウッド映画をいとこや

友達と観ることだった。しかし、70 年代後半

からイギリスにビデオが普及し始めると、映画

館は閉館し
26
、エイジアンは行き場を失ってし

まった。そうした、人々が新たな社会的娯楽を

探していた時にもたらされたのが、バングラの

ギグだという。バーミンガム出身の彼は、70

年代の終わりに UK バングラのパイオニアであ

るバンド、アラープ（Alaap）のギグをロンド

ンまで観に行った時の印象から、次のような見

解を示している。

　“Bhabiye Ni Bhabiye”
27
が始まったとたん、

皆がものすごく熱狂した。「なんだこれ ?!」

という感じだった。若い人、年配の人、あら

ゆる世代の人がいた。……その日、かれらに

とても感動した。エイジアンに行き場がなく

なった時、バングラがとてつもなく大きなイ

ベントになった。なぜなら、それは自分たち

が集まるための場所をエイジアン・コミュニ

ティに与えたから。だからとてもポピュラー

になったのだと思う。

表 1　インフォーマントの基本情報（インタビュー当時、分かる範囲で）

性別 年齢 エスニシティ 出身地 職業

A 氏 男 パンジャービー・シク バーミンガム 歌手

B 氏 男 40 代後半 パンジャービー・シク パンジャーブ

　（インド側）

歌手

C 氏 男 30 代後半 パンジャービー・シク ロンドン DJ、ラジオ・プレゼンター

D 氏 男 30 代前半 パンジャービー バーミンガム DJ、ラジオ・プレゼンター

E 氏 男 30 代前半 祖父がパンジャーブ

（インド）出身

ロンドン 音楽プロダクション代表

F 氏 男 パンジャーブ出身のヒ

ンドゥーの父と白人

カトリックの母

スコットランド DJ、市民活動家
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　一方、南アジア系の音楽メディアなどで「バ

ングラの帝王（King of Bhangra）」と呼ばれ、

イギリスのバーミンガムを拠点として世界中で

活躍するパンジャーブ出身のバングラ歌手の B

氏
28
は、スペインやフランスでライブを行っ

た時のエピソードを交えながら、観衆はコーラ

スラインを共に歌ったりして盛り上がってくれ

るとして、言語の違いがあるなかでパフォーマ

ンスすることをとても楽しんでいると語る。そ

してこの点は、在英南アジア系のオーディエン

ス――グジャラーティー
２9

であってもベンガー

リー
30
であっても――同様であり、パンジャー

ビー語以外の言語を話す南アジア系の人々も自

分の歌やパフォーマンスを楽しんでくれている

としている。

　以上のような、エイジアン音楽を代表するバ

ングラ・シンガーである A 氏と B 氏の語りに

共通しているのは、バングラという音楽ジャン

ルがパンジャービーのひとつの音楽文化に過ぎ
4 4 4

ない
4 4

にもかかわらず、幅広いエイジアンのリス

ナーからの支持を得ているという点である。こ

れは２－３で言及した先行研究における指摘を

裏づけている。また、ルーツのある国・地域、

言語、宗教、カーストなど様々な点において異

なる属性を有する南アジア系移民、特に若者世

代にとって、バングラのイベントという場所が

いわば「社交場」の機能を果たすようになった

という A 氏の見解は、現在もエイジアン音楽

にとってクラブが重要な場所であり続けている

現状とも合致するものである。

　それでは、ボリウッド音楽についてはどうだ

ろうか。西ロンドン出身の DJ でラジオ・プレ

ゼンターの C 氏
31
は、「ボリウッド音楽は巨大

な存在（monster）だ」として、自分の番組で

インタビューしたインド出身のスーフィー（イ

スラーム神秘主義音楽）の音楽家が語った言葉

を引用した。それは次のようなものである。「イ

ンドはひとつのフィールドだ。そして、ボリウ

ッドは 1 本の木で、全てのフィールドをカバ

ーする天蓋（canopy）のようなものだ」。この

言葉をもとに、C 氏は次のように語っている。

　それ（ボリウッド音楽）は国―― 15 の異

なる宗教、150 の異なる方言、80 の異なる言

語
32
――を結びつけるものだ。……1950 年

代から 60 年代、インドは互いに喧嘩するキ

ッズたちでぎゅうぎゅう詰めのバッグのよう

なものだった。俺はパンジャービーだ、パン

ジャービーが支配するんだ、いや、タミル
33
だ、

と。60 年代にかけて、インド国家はインドが

15 の違った国家に分裂することをとても恐れ

ていた。パンジャービースターン、タミルス

ターン、ベンガーリースターンといったよう

に。それでボリウッドができた。だから大成

功し、とても大きな木になったのだと思う。

　C 氏がここで示すのは、1947 年のイギリス

からの独立後、多様な宗教や言語、民族を擁す

るインドが国民国家として統合する過程におい

てボリウッド映画ならびに音楽が果たした役割

である。ボリウッド音楽は主にインドの連邦公

用語であるヒンディー語を用いているが、映画

の娯楽性の高さ、ならびにそれと連動した親し

みやすい曲調によって、非ヒンディー語話者に

も大いにアピールしてきた。また、南アジアの

リンガ・フランカとしてのヒンディー語という

性格が、文法的に同一言語であるウルドゥー語

を国家語とするパキスタンの人々や、言語学的

に近縁関係にあるバングラデシュのベンガル語

やネパールのネパール語などを話す人々にとっ

ても、比較的理解しやすい言語として、ボリウ

ッド音楽へのアクセスを容易にしてきたという
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面もあろう。この点は在英南アジア系移民にと

っても同様である。

　しかし、バングラやボリウッド音楽が果たす

と捉えられているこうした役割を、南アジア系

移民の文化的属性と即座に結びつけることには

慎重になるべきである。バングラが非パンジャ

ービーにも広く支持されているというバングラ

歌手たちの見解は、かれら自身がパンジャービ

ーだから――バングラというパンジャーブの音

楽文化に対する距離が、非パンジャービーより

も相対的に近いから――だとみなすこともでき

よう。つまり、かれらのパンジャービーという

属性やパンジャービーとしての誇りが、バング

ラに対する肯定的な評価を導き出しているので

はないか、と考えることもできる。確かに、A

氏や B 氏に多くの非パンジャービーのファン

がいることは事実であろう。その一方で、例え

ばハクは、バングラがパンジャービー語で歌わ

れているのに対して、東ロンドン出身のバング

ラデシュ系音楽グループのジョイ・バングラ

ー（Joi Bangla）
34
がベンガル語の歌詞を用い

ていることを指摘し、「バングラが共通点のな

い（disparate）ブリティッシュ・エイジアンの

若者たちを連帯させるとみなすのはあまりにも

単純すぎる」［Huq 1996: 64］と主張している。

またボリウッド音楽の言語についても、リン

ガ・フランカとしてのヒンディー語の位置づけ

は、南インドのタミル語やスリランカのシンハ

ラ語といった、語族を異にする南アジア系言語

を話す人々の存在を思い起こしたとたんに不安

定なものとならざるを得ない。少なくとも歌詞

の言語のレベルでは、ボリウッド音楽が多言語

社会である南アジア系移民コミュニティを統合

する役割を担っているとみなすことはおそらく

できないだろう
35
。

　こうした点から言えるのは、バングラやボリ

ウッド音楽が多様な属性を持つ南アジア系の

人々に愛聴されているからと言って、かれらが

本質的にバングラやボリウッド音楽に何らかの

「エイジアン」としての共通した文化的同
アイデンティティ

一 性

を読み取っているとみなすことはできない、と

いうことである。バングラとボリウッド音楽と

いう、エイジアン音楽を代表するとみなされて

いる音楽ジャンルの「普遍性」を考えるにあた

っては、それが「音楽」であり、必ずしも歌詞

の内容を理解しながら楽しむという形の受容に

留まるわけではないということを再度思い起こ

す必要がある。つまり、仮に特定の種類のエイ

ジアン音楽――パンジャービー語で歌われるバ

ングラや主にヒンディー語・ウルドゥー語で歌

われるボリウッド音楽――を、南アジア系移民

コミュニティ全体に共有された音楽ジャンルと

して位置づけるならば、その理由は言語以外の

別の要素にありうると考えるのが妥当だろう
36
。

３－２　「踊る音楽」としてのエイジアン音楽

の「普遍性」――エイジアン・アンダーグラウ

ンドの「エイジアン音楽」としての曖昧さ

　特定の南アジア系言語によって歌われるバン

グラやボリウッド音楽が幅広い南アジア系の

人々に支持される理由として考えられるのは、

それが言語に依存しない「踊る音楽」としての

性格を強く持っているという点である。A 氏は

バングラを「喜びの音楽（Khushi music）」と

表現したが、こうした位置づけは、バングラが

パンジャーブ各地のダンスと結びついた「踊る

ための音楽」としての性格を有していることに

も起因していよう。ボリウッド音楽もまた、映

画のなかの歌と踊りのシーンと切っても切れな

い関係にある。さらには、そうしたバングラや

ボリウッド音楽といわゆるクラブサウンドを融

合したダンスミュージックがエイジアン音楽
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にとって重要な位置を占めているという現状も

すでに指摘したとおりである。南アジア系アー

ティストの多くがレゲエやヒップホップ、R&B

などにアプローチしており、ロックにアプロー

チするアーティストが少ない理由についてイン

フォーマントに意見を聞いたところ、同じエス

ニック・マイノリティである黒人に同一化して

おり音楽的にも「黒人音楽」に影響を受けてい

るからという意見（E 氏、３－３で紹介）や、

流行の移り変わりによって、現在の若い世代の

エイジアンは R&B に慣れ親しんでいる（F 氏、

３－３で紹介）という見解が聞かれた。

　このことは、「アイジアン・アンダーグラウ

ンド」や「デーシー・ビーツ」と呼ばれる音楽

スタイルの、エイジアン音楽としての曖昧さと

いう問題につながっていく。エイジアン・アン

ダーグラウンドやデーシー・ビーツとは、先に

説明したとおり、いわゆるエイジアン・サウン

ド――南アジアの楽器や演奏法を用いたサウン

ド――とヒップホップ、ハウス、ドラムンベー

ス、ダブステップなどのクラブサウンドを融合

した音楽のことを指す。これらは基本的には「西

洋」のダンスミュージックにエイジアン・サウ

ンドをミックスしたものであるため、一聴する

とエイジアン音楽とは感じられないことも多

い。このため、特に音楽を加工して聴かせるこ

とを職業とするエイジアンの DJ にとって、何

をもってある音楽をエイジアン音楽とみなすか

は、非常に曖昧に捉えられている。

　C 氏（３－１で紹介）は、DJ としてロンド

ンのエイジアン・アンダーグラウンド音楽シー

ンに深く関わり、エイジアン専門ラジオ局で夜

間の音楽番組のプレゼンターも務めており、こ

の番組でもそうした最先端のデーシー・ビーツ

のトラックを数多くかけている。C 氏は、この

ラジオ局で流される音楽に対するリスナーから

の不満の声を例に挙げながら、自分の番組でか

ける音楽について次のように語っている。

　（引用者注：番組で音楽をかける際）リス

ナーの 10％がベンガーリー、3％がラージャ

スターニー
37
、2% がタミル、自分はそんな

ことは意識しない。……数年前、（引用者注：

彼の番組を放送しているラジオ局）に対する

キャンペーンがあった。と言うのも、パキス

タン音楽があまり流れないから。……パキス

タン音楽が流れないと不満を言う人は、ブリ

ティッシュ・パキスターニーの音楽を「これ

はパキスタン音楽じゃない、デーシー・ビー

ツだ」と言う。……でも、（引用者注：プレ

ゼンターとして）全てのリスナーを喜ばせる

ために創造性を殺すつもりはない。

　C 氏はここで、在英パキスタン系のアーティ

ストが作るダンスミュージックの要素の強い

音楽を、「伝統的」な要素の強いパキスタン音

楽とは全く別物と捉えるリスナーの存在を指

摘するが、しかし彼はそのことを意に介さな

い。彼は、自分の番組においてある音楽をエ

イジアン音楽とみなすかどうかの 80％はサウ

ンドで決まると言うが、その一方で番組では

「革新的（innovative）」であることと「独自性

（uniqueness）」を重視して、かける音楽を選ん

でいると言う。これがまさに、彼の音楽活動

が「アンダーグラウンド」とリンクしている最

大の所以であろう。実際のところ、明確なエイ

ジアン・サウンドがないことで、それをエイジ

アン音楽と認めないエイジアンのリスナーがい

る一方で、それをエイジアン音楽の最先端の形

として認識するリスナーも存在する
38
。また、

C 氏は過去に UK エイジアン音楽賞（UK Asian 

Music Awards）の授賞式の司会を務めたり、上
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述の音楽番組と同じエイジアン専門ラジオ局の

音楽チャート番組のプレゼンターを務めたりし

ており、「アンダーグラウンド」と対比される「メ

インストリーム」なエイジアン音楽シーンの中

心人物でもある。エイジアン音楽に対する彼の

アンビヴァレントな認識は、こうした彼の独特

な立場性から形作られている。

　一方、C 氏と同じラジオ局でバングラ番組の

プレゼンターを務めている DJ の D 氏
39
は、南

アジア系人口の多いバーミンガムのハンズワー

ス地区の出身で、ボリウッド音楽やバングラを

聴いて育った。それと同時に、彼は 13 歳頃か

らイギリスのエレクトロニック音楽に夢中にな

っていき、「『自分の音楽』と『チャートに載る

普通の音楽』をバランスよく聴いていた」と語

る。さらに彼は 19 歳から地元バーミンガムの

あるクラブのレジデント DJ として活動し、ク

ルーのなかではハウスを担当していたが、ど

うすれば新鮮な形で音楽を聴かせられるかと考

え、バングラをハウスとミックスさせることを

思いついたという。このように、D 氏は、バン

グラとハウスなどのダンスミュージックを対比

的に捉えるなかで、エイジアン音楽の独自性に

気づいていった。つまり、彼はエイジアン音楽

（彼にとっては主にバングラ）の境界を外部か

ら、すなわちイギリスの（主流の）ダンスミュ

ージックとの弁別という形で設定している。

　バングラであれボリウッド音楽であれ、ハイ

ブリッドなエイジアン・アンダーグラウンドで

あれ、インフォーマントの多くは南アジア的な

サウンドを含んだ音楽がエイジアン音楽だとみ

なしている。そして C 氏や D 氏のような DJ は、

実際に融合的かつ実験的なサウンドを志向し、

それをオーディエンスに届けている。実際のと

ころ、そこで部分的に用いられるエイジアン・

サウンドが、当の南アジア系のオーディエン

スにどれほどまで意識されているかは、今回の

調査だけでは判断できない問題である。そもそ

も、バングラやボリウッドを「自分の音楽」と

みなさない人々――出身地域や世代的な感覚の

違いによって――も存在するだろうし、業界に

おいても、エイジアン音楽をどう定義するかは

人によって様々であろう。しかし少なくとも、

エイジアン音楽とはバングラやボリウッド音楽

であっても、アンダーグラウンドなサウンドで

あっても、基本的に何らかの形でエイジアン的

な要素を含んだ「ダンスミュージック」である

という曖昧模糊とした形で、音楽ジャンルの境

界は意識されているのである。

３－３　エスニシティはジャンル性を規定する

か？

　南アジア的なサウンドを含んだ音楽がエイジ

アン音楽として認識されるというのは、一見自

明のことのように思われる。しかし、バング

ラのビートやサウンド、ヒンディー語の楽曲

をサンプリングした、（海外の）非エイジアン

の R&B・ヒップホップのアーティストによる

ヒット曲 
40
がエイジアン音楽にカテゴライズ

されて語られることはない。一方、前節で指摘

したように、明確なエイジアン・サウンドがな

くてもエイジアン音楽に含まれる音楽実践もあ

る。ここで重要となってくるのが、音楽の作り

手本人
4 4

が「エイジアン」としてのバックグラウ

ンドを有しているかどうかという、ジャンル性

とエスニシティとの関係性である。ここにおい

て、作り手のエイジアンとしてのエスニシティ

は、ある音楽をエイジアン音楽かそうでないか

の弁別的判断を下すための真正性指標［栗田 

2009］として機能している。

　エイジアン音楽プロダクションの代表を務め

る E 氏
41
は、ロンドン出身のパンジャービー・
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R&B シンガーのジェイ・ショーン（Jay Sean, 

本名 Kamaljit Singh Jhooti）
42
がアメリカに音

楽活動の拠点を移し、「メインストリーム」な

R&B を志向していることに対して、次のよう

に語っている。

　エンリケ・イグレシアス、シャキーラ、リ

ッキー・マーティン、クリスティーナ・アギ

レラ
43
、かれらは皆スペイン語アルバムを作

った。セリーヌ・ディオン
44
はフランス語ア

ルバムを作った。……まずはコミュニティが

やってほしいと思うことをやらねばならない。

コミュニティが自分のやり方を受け入れてか

ら、自分のやりたいようにやるべきだ。英語

でやる必要があるなら英語でやればいい。コ

ミュニティで求められるものを作れなければ、

今日の音楽産業ではクロスオーヴァーは難し

い。ジェイ・ショーンはこのことに意識的で

ないようだ。彼はインド系、南アジア系――

パキスタン系、タミル系、などなど――の熱

狂的なオーディエンスを持っていなかった。

　E 氏のこの語りからは、「南アジア」をひとつ

の包括的なコミュニティとして捉えている彼の

認識枠組みと、アーティストは自らのコミュニ

ティを「代表」すべきだという信念がうかがえ

る。実際のところ、彼がひとつのまとまりとし

て想定する南アジア系コミュニティは、言語的

（スペイン語／フランス語）、宗教的（キリスト

教カトリック）な面で比較的共通性の高いヒス

パニックやカナダのフランス系コミュニティと

は様相を異にし、様々な面で多くの差異を有す

る集団である。ジェイ・ショーンは英語と同時

にパンジャービー語を話すシク教徒であり、そ

の点でヒンドゥー教徒やイスラム教徒、またグ

ジャラーティー語、ウルドゥー語、ベンガル語、

タミル語などの話者を代表し得ない。しかし、

そうした人々とショーンは「エイジアン」だと

いう点において共通の属性を有しており、E 氏

が重要視するのもその点なのである。E 氏にと

って、南アジア的なサウンドと南アジア系とし

てのエスニシティは、ともにエイジアン音楽を

規定する重要な真正性指標であり、どちらが欠

けてもいけない不可分の要素となっている。

　一方 F 氏は、90 年代のいわゆる「ポスト・バ

ングラ」を代表する、あるバンドのDJとして長

年活躍してきた
45
。彼は 80年代終盤から、バン

グラデシュ系移民の多い東ロンドンで、ベンガー

リーの若者たちが直面する人種差別などの問題

をサポートするコミュニティのプロジェクトに

関わってきた。彼によれば、この時期（80 年代

終盤から90年代初頭にかけて）イギリスでは景

気後退に伴い極右勢力が再び台頭してきたとい

う。そうしたなかで、彼の組織はその他の多くの

組織と協力して、反ファシスト活動を展開した。

やがて彼は、プロジェクトの他のメンバーたち

と音楽のワークショップを始め、そこにロンド

ン中の若いエイジアンたちが集まるようになっ

た。この活動に携わっていた他のエイジアン（イ

ンド系、バングラデシュ系）のメンバーや参加

者とともに、彼はバンドを結成し、人種差別や

イギリスの政治体制を批判するメッセージ性の

強い英語の楽曲によって人気を獲得していく。

　F 氏は、バングラがもたらした影響を次のよ

うに語っている。

　（引用者注：80 年代後半に、ある南アジア

系レコードレーベルが）ポピュラーなダンス

スタイルをプロデュースし、用いた。それに

よって、非エイジアンの聴衆に向けてそれ

（引用者注：ポップなバングラ）をプレイす

ることができるようになり、かれらはそのよ
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さを知った。マルキート・スィング（Malkit 

Singh）など、何人かのバングラスターが 20

年前にいくつかのバリアを壊した。かれらは

バンドの形で、ロックの要素を用いたりもし

た。そして、様々なコミュニティにその音楽

スタイルを紹介した。エイジアン・コミュニ

ティだけでなく、より広い社会がそれ（引用

者注：ポップなバングラ）を知り、よさを知

る上で重要だった。レゲエが長い間かけてや

ったようにね。

　ここで注目すべきなのは、彼が、80 年代に

バングラの歌手やバンドがポップなサウンドの

バングラを発表したことで、エイジアンだけで

なくいわばイギリス社会全体にインパクトを

与えたと考えている点である。バングラの人気

は、南アジア系の人々に対する無知や偏見のな

かで、リアルなエイジアンのポピュラーカルチ

ャーをイギリス社会に知らしめる上で大きな意

義を持ったという認識は、人種差別と闘うコミ

ュニティ活動に関わってきた彼のアクチュアル

な問題関心から生じているとみなせよう。

　このことに関連して F 氏は、エイジアンとは

「誰が自分を定義するかに関わること」であり、

「アイデンティティに関することがどのように

主観的・客観的にみられ、理解され、認識され

るかによって意味が変わる、とても恣意的なも

の」とも語っている
46
。そして、アメリカで「ニ

グロ」や「ブラック」が「アフリカン・アメリ

カン」という用語になったように、イギリスで

は「インド人」「パキスタン人」「スリランカ人」

などが「エイジアン」という用語に変わったと

指摘する。「エイジアン」とは、イギリスとい

う文脈においては、彼の言葉を用いれば「我々

の社会の構造によって、マイノリティ・コミュ

ニティがどのようにみられているか」という、

マジョリティ（すなわち「白人」）との間の、

まなざし、まなざされる相互的な関係性を示す

概念として機能している。つまり、用いられる

文脈によって「エイジアン」というシニフィア

ンが指示する内容は変化しうるわけだが、彼が

バンド時代に作ってきた音楽において「エイジ

アン」とは、音楽のサウンドだけの問題に留ま

らない、イギリスにおける
4 4 4 4 4 4 4 4

南アジア系移民の多

様性とマイノリティとしてのある種の一体性を

表す、「象徴」としての意味を持っていたと考

えられる。ここでは、エイジアン音楽とは、モ

ウドゥードが指摘したような、マイノリティの

象徴としての「ブラック」の語りや音楽実践か

ら影響を受けた、一種の対抗的アイデンティテ

ィをシンボリックに示す音楽だとみなすことが

できる。バックは、「自分たちの」表現形式を

持ってこなかった南アジア系の若者世代にとっ

て、UK バングラはジャマイカ系のレゲエに匹

敵するカウンターカルチャーとなったと論じて

いるが［Back 1996］、F 氏が自らのバンドによ

って行った様々な音楽実践は、バングラなどの

エイジアン・サウンドを部分的に取り入れなが

ら、そこからより広い文脈――エイジアン・コ

ミュニティを越えた「ディアスポラ」としての

マイノリティのポジショナリティを共有するリ

スナー――を意識したものであったと言えるだ

ろう。

４　まとめ――「エイジアン」という音楽

的カテゴリー／文化的同
アイデンティティ

一性の可変性と不

変性

　本稿では、「エイジアン音楽」というジャンル

の境界ならびにその境界が「エイジアン」とい

うエスニック・グループの文化的同
アイデンティティ

一性と取り

結ぶ関係性のあり方について、エイジアン音楽
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業界関係者へのインタビュー調査をもとに考察

してきた。インフォーマントたちの語りは様々

だが、そのなかに、「ダンスミュージック」とし

てのノリのいいサウンド――歌われる際に用い

られる言語にかかわらず――という点でエイジ

アン音楽のある種の全体性が想定されているこ

とが分かる。これは、クラブカルチャーと密接

に結びついたエイジアン音楽をプロモートする

上で、ダンスミュージックとしての意味を積極

的に付与するかれらの職業的な立場性と関連し

ているとも言えよう。また、バングラ、ボリウ

ッド音楽、エイジアン・アンダーグラウンドと

いった多様な音楽実践が「リミックス」という

形で加工されることによって、エイジアン音楽

というジャンルの境界に含まれる音楽もまた状

況規定的に様々に変化しうる
47
。こうしたハイ

ブリッドな実践から、エイジアン音楽の境界が

そのつど変化を伴いながらオーディエンスに提

示されるという状況において、音楽業界の人々

が「媒介者」として果たす役割はきわめて大きい。

　また、音楽の作り手自身がエイジアンとして

のエスニシティを有するかどうかもひとつの指

標として意識されており、「エイジアン」とい

うエスニック・カテゴリーは文脈によってその

意味内容を変化させながらも「エイジアン音楽」

というひとつの曖昧な準拠枠の存続に作用して

いる。このエイジアンというエスニック・カ

テゴリーに対するインフォーマントたちの認識

は、イギリスで生まれ育ったかれら自身の「伝

統や文化的アイデンティティといった考え方へ

の世代的な態度の変化を反映している」［Farrell 

with Bhowmick and Welch 2004: 116］とも捉え

られよう。つまり、「パンジャービー」「グジャ

ラーティー」「ベンガーリー」「インド系」「パ

キスタン系」「シク教徒」「イスラム教徒」とい

った個別的で多様な複数の自己認識に加えて、

イギリス社会において他のエスニック・グルー

プとともに生活を営むなかで、曖昧な形で意識

され続けている「エイジアン」なる集合的な自

己認識の枠組みが、「エイジアン音楽」なる曖

昧な――エイジアン・サウンド、もしくは作り

手のエイジアンとしてのエスニシティを根拠と

しながらも、その基準は文脈依存的な――音楽

的カテゴリーの存続に影響を与えていると考え

られる。この点において、エイジアン音楽とは

まさにギルロイの言う「変わっていく同じもの」

――可変性と不変性を併せ持つもの――として

の性格を有する、在英南アジア系ディアスポラ

の文化的同
アイデンティティ

一性を担保する音楽実践だと、ひ

とまずはまとめられるだろう。

　今回のインタビュー調査のなかで、エイジア

ン音楽に求められる要素として「楽器」や「言

語」を挙げながらも、「そういったものはなく

なったと思いたい。……音楽はインターナショ

ナルなものだから」と F 氏が、「70 年代のオー

ルドスクールなバングラも、ポーランド人の作

るインド的・パキスタン的なダブステップも、

ボトムラインはサウンド」と C 氏が語ったよ

うに、エイジアン音楽のサウンドを固定的に捉

えたり、エイジアン・サウンドと作り手のエイ

ジアンとしてのエスニシティを不可分のものと

して結びつけたりすることの限界は実際に認識

されている。そして現実に、このような認識

に呼応するかのようなパネルディスカッション

が、2011 年 3 月 2 日にバーミンガムにて催さ

れた。“Is It Time to Stop Calling it Asian Music?”

(「エイジアン音楽と呼ぶのをやめる時期なの

か？」) と題されたこのディスカッション
48
で、

ある南アジア系の音楽ジャーナリストは、「か

つては CD 店でのセクションが音楽を見つける

上で重要であり、そこからカテゴリーが生まれ

た。デジタル化社会においては、そうしたカテ
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ゴリー化が不要になってきている。若者たちは

CD 店に行かずに、聴きたい特定のアーティス

トを Google や YouTube で検索して見つけてい

る」と発言し、遅かれ早かれ「エイジアン音楽」

という名称が重要でなくなるという認識を示し

た。実際のところ、ポピュラー音楽という文化

そのものを取り巻く現状として、（1）グロー

バリゼーションに伴う音楽スタイルのさらなる

混淆によって、カテゴリー化そのものが難しく

なっていること、（2）音楽の真正性を担保す

ると考えられていた演じ手のエスニシティが必

ずしも絶対的に必要なものではなくなってきた

こと、（3）デジタル技術の発展による音楽の

流通形態の変化という事態が、従来の CD を売

るための戦略としての音楽ジャンルの有効性を

減じつつあることなどが挙げられよう。

　しかしそれでも、イギリスにおいて南アジア

系移民が「エイジアン」と呼ばれ続け、かれら

自身が自らをそのように呼び続ける限り、かれ

らの作る音楽もまた不可避的に「エイジアン音

楽」としてカテゴライズされ続けるという可能

性は大きい。時代の変化のなかでレゲエやヒッ

プホップやテクノといった「他の」ダンスミュ

ージックの形式を取り込みながら、「エイジア

ン」というエスニックな音楽文化の境界は揺ら

ぎや不安定さをはらみながらも存続していくよ

うに思われる。この問題にさらにアプローチす

るためには、文化のグローバル化のなかでエイ

ジアン音楽が南アジア本国のインドやパキスタ

ンなどのポピュラー音楽といかなる関係を切り

結び、文化的真正性を高めることに寄与してい

るかという、文化産業論的な観点からの分析が

重要である。その際には、本稿では論じること

ができなかった、エイジアン音楽シーンにおけ

るマイノリティであるベンガーリーやタミル、

スリランカ系などのアーティストや DJ による

実践を拾い上げて検討することや、またこうし

たマイノリティのオーディエンスがバングラや

ボリウッド音楽などの「メインストリーム」な

エイジアン音楽をどのように受容しているかの

調査・分析を行うことも不可欠である。これら

の作業を行いながら、今後さらにエイジアン音

楽の「エイジアン」という概念に関する考察を

深めていきたい。

注
1 「南アジア」とは、地政学的にはインド、パキス

タン、バングラデシュ、ネパール、スリランカ、モ

ルディブ、ブータンを指す――これらの国々は南ア

ジア地域協力連合（SAARC）の参加国でもある――

が、国連の地域区分においてはアフガニスタンやイ

ランも含まれる。一方、イギリスでは 1991 年のセ

ンサスより、「民族集団（ethnic group）」の「エイ

ジアン」の下位カテゴリーとして「インド系」「パ

キスタン系」「バングラデシュ系」「その他のアジア

系」（中国系は除く）という区別がなされている。

2 後述するが、エイジアン音楽と言っても、厳密に

イギリスで生産される南アジア系音楽のみを指す

わけではなく、場合によっては南アジア本国、す

なわちインドやパキスタンで生産されるポピュラ

ー音楽（例えば映画音楽）や、南アジア本国以外

の国（アメリカ、カナダ、オランダなど）で南ア

ジア系アーティストによって作られたポピュラー

音楽がそのなかに含まれることもしばしばある。

その理由として、移民音楽産業のグローバル化の

進展に伴って、在英南アジア系アーティストが南

アジア本国でレコーディングやパフォーマンスを

行ったり、現地のアーティストとコラボレーショ

ンしたりする例が増えていることが挙げられるだ

ろう。また、ボリウッド映画（ムンバイを中心に

制作されるインドの娯楽映画で、ハリウッドをも

じってこう呼ばれる）が在英南アジア系アーティ
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ストの楽曲を起用したり、南アジア本国以外の国

の南アジア系アーティストがイギリスで楽曲を発

表したりする例も多く、アーティストや楽曲の国

家単位での境界がますます曖昧になっているとい

う背景もある。こうした南アジア系の音楽実践を

「デーシー・ミュージック（Desi music）」と総称す

ることもある。

　「デーシー」とは、「国」を意味する「デーシュ

（desh）」というサンスクリット語から派生した言

葉で、南アジアで広く「ある地域に属する」「国産

の」といった意味で用いられており、在英南アジ

ア系移民の間でも広く南アジア系の人や事物を示

す言葉として用いられている。イギリスの文脈で

例を挙げると、南アジア本国で生産された低品質

の製品を「遅れたもの」という意味で否定的に「デ

ーシー」と呼ぶこともあれば、インドやパキスタ

ンの「伝統的」な音楽をプラスの意味を込めて「デ

ーシー・ミュージック」と呼ぶこともある。南ア

ジア的なサウンドを含むバングラやボリウッド音

楽（詳細は２－３を参照のこと）とテクノやハウス、

ヒップホップなどのクラブミュージックを融合し

た音楽は、エイジアン音楽シーンでは「デーシー・

ビーツ（Desi Beats）」などと呼ばれている（３－

２を参照のこと）。

3 ある音楽をどのような特徴によって「ポピュラー

音楽」と呼ぶかは容易ではない問題だが、本稿では

山田晴通による、主に 20 世紀以降の、「録音や放

送に代表される大量複製技術によって音楽が商品化

されて以降に、もっぱら商品としての成功をねらっ

て開発され、成立した音楽ジャンルの総称」［山田 

2003: 12］という広義の定義を便宜的に採用する。

4 「インド系」「パキスタン系」「バングラデシュ系」

「その他のアジア系」（ただし中国系は除く）の総計。

5 一部の人々は、同じイギリスの旧植民地であるケ

ニアやタンザニアなどの東アフリカ諸国を経由して

イギリスに再移住した「二重移民」で、インド西部

のグジャラート州出身者（グジャラーティー）が多い。

6 「カリビアン」「インド系」「アフリカ系エイジアン」

（東アフリカ経由から再移住した人々）「パキスタ

ン系」「バングラデシュ系」「中国系」の 6 グルー

プからの合計 5,000 人以上を対象に、同じエスニ

シティのインタビュアーによって、約 1 時間の聞

き取りを行ったもの。

7 これらのデータにはスリランカ系やネパール系の

人々は含まれておらず、また言語の点でもドラヴィ

ダ語圏の言語（タミル語、シンハラ語など）が含ま

れていない。こうした、エイジアンのなかのマイノ

リティの「不在」は、エイジアン音楽シーンにおい

ても当てはまる問題である。

8 その主な要因として、第一にシク教徒が英領イン

ド時代に兵士や警察官として重用されてきたこと、

第二にシク教徒が主に集住するインドのパンジャー

ブ州がカースト規制の比較的緩やかな地域であり、

伝統的なカーストに基づく地位よりも家族の経済的

成功による威信（izzat）が社会的評価の基準として

重視されたことが挙げられる［長谷 2000］。

9 この調査から、南アジア系の人々がエスニックな

／家族の起源と強固に結びついていることが判明

した一方で、モウドゥードは、エイジアンの 3 分

の 2 以上が自分が「イギリス人」だと感じると答え、

その割合は若者やイギリス生まれの人の間で高か

ったという調査結果を示している。また、4 分の 1

以上のイギリス生まれのカリビアンやエイジアン

は、自分を「イギリス人」だとみなさなかったと

いう結果も示されている。

10 本稿のテーマに比較的近い事例研究としては、

西ロンドンの南アジア系居住地域サウソールでの

フィールドワークをもとに、主にパンジャービーの

若者によるテレビ視聴とアイデンティティ形成と

の関係を論じたガレスピー［Gillespie 1995=1996］

や、同じくサウソールでの調査から南アジア系の

若者と他のエスニック・グループ（いわゆるイギ
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リス白人、アフロ・カリビアン、アイリッシュなど）

に属する若者との日常的接触のなかでどのように

「エイジアン文化」が見出されていくかを論じたバ

ウマン［Baumann 1996］などの人類学的研究、ま

たバーミンガムの南アジア系の若者を対象とした

調査から、バングラ、ボリウッド映画、インドの

衛星放送の消費と文化的アイデンティティとの関

係を論じたドゥドラー［Dudrah 2001］の研究など

が挙げられる。しかし、ポピュラー音楽に関しては、

これらの先行研究で取り上げられるのは主にバン

グラであり、エイジアン音楽をひとつの総体的な

〈場〉として捉える本稿の関心とはやや異なってい

る。また、エイジアン・アンダーグラウンドを取

り上げた先行研究については注 13 を参照のこと。

11 例えばシャルマーは、バングラが「エイジアンの

ためのエイジアン音楽」だという認識を示す南アジ

ア系アーティストたちの語りを引用したバウマンの

研究［Baumann 1996］に対し、文化的真正性を再

生産し、エイジアンの若者のアイデンティティを画

一的に捉えているという見当違いな批判を加えてい

る［S. Sharma 1996］。これは、当事者の語りを軽

視した著しく粗雑な議論と言わざるを得ない。

12 ブロンディはアメリカの、ザ・ジャムはイギリ

スの「白人」ロックバンド。

13 いくつかの研究においては、90 年代以降のエイ

ジアン・アンダーグラウンドと呼ばれるような「新

しい」エイジアン音楽の諸実践が、周縁化された

エスニック・マイノリティの音楽を称揚するリベ

ラルな白人知識人層によって消費されることへの

危惧の念を示す立場がみられる［A. Sharma 1996, 

Banerjea 2000, 五十嵐 2003］。もちろんそのよう

な白人からのオリエンタリズム的なステレオタイ

プや名づけ（＝他者化）の効果としてエイジアン

音楽という境界が維持されている側面も否定でき

ないが、エイジアンの人々自身がこのカテゴリー

に言及しているというのもまた事実である。つま

り、エイジアン音楽という音楽ジャンルの境界の

維持は、あるエスニック集団の外部から設定され

る境界と、内部から設定される境界という「二重

境界」［綾部 1993］による効果として捉えること

ができよう。しかし、この二重境界は決して厳密

に区分されたふたつの領域を前提としているわけ

ではない。集団外部においても多様な差異を有す

る下位集団（この場合、非エイジアンである「白人」

「アフロ・カリビアン」「アラブ系」「中国系」など

のエスニック・グループ）が存在するし、集団内

部（すなわちエイジアン）の多様性についてはも

はや指摘するまでもない。

14 パンジャービー語で歌われるバングラは、元々

はパンジャーブの農村地域において収穫を祝うため

に演奏される音楽であった。ドールやドーラクなど

の打楽器やトゥンビーなどの弦楽器を用いた躍動感

のあるリズムや、“Chak de!”（「いくぜ！」）、“Balle 

Balle” “Bruuuaaaaah!” といった掛け声（場を盛り上

げるために用いられる）など、サウンドやパフォー

マンスの面でいくつかの顕著な特徴を有する。

15 この時期から現在まで第一線で活躍するバング

ラバンドや歌手として、Alaap, Heera, Apna Sangeet, 

DCS, Malkit Singh などが挙げられる。

16 例えば、デリー出身でバーミンガム育ちの Bally 

Sagoo はボリウッド音楽のリミックスによって

一躍有名となり、インドでも人気を博した。ま

た、バーミンガム出身の Apache Indian は、バン

グラとレゲエをミックスした「バングラマフィン

（Bhangramuffin）」と呼ばれるスタイルを確立し、

インドにも進出して成功を収めている。

17 こうしたスタイルの代表的なアーティストやグ

ループに、Nitin Sawhney, Talvin Singh, Cornershop

などがいる。

18 この用語はシャルマーの議論のなかで用いられ

ており、本稿でもそれまで主流だったバングラと

は異なる要素を持つ新しいタイプの音楽という意
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味で、この用語を便宜的に採用する。しかし、こ

の用語がエイジアン音楽におけるバングラの特権

化につながりうるということも、十分に意識して

おく必要があるだろう。

19 Asian Dub Foundation (ADF), Fun^Da^Mental, 

Hustlers HC などが挙げられる。ADF は、南アジア

系の住民に対する差別や、欧米社会における人種差

別や警察権力による暴力、新自由主義的な世界シス

テムや政治体制を激しく糾弾し、異なるマイノリテ

ィ・グループの連帯を訴えるような左翼的メッセー

ジを英語で歌った楽曲を数多く発表している。

20 多くの若いアーティストがR&Bやヒップホップを

取り入れた楽曲を志向する一方、ロックにアプローチ

するアーティストは非常に少ない。これは、南アジア

本国のインド、パキスタン、バングラデシュでロック

が盛んなのとは全く逆の状況である［栗田 2010］。

21 ボリウッド音楽はほとんどの場合ヒンディー語

もしくはウルドゥー語によって歌われているが、

物語の性格によってはパンジャービー語などその

他の南アジア系言語で歌われることもある。

22 ボリウッド音楽の大半はインド本国で制作され、

インドのプレイバック（吹き替え）シンガーによ

って歌われている。このため、厳密にはイギリス

のエイジアン音楽とは呼びがたいが、注 2 で指摘

したような背景により、エイジアン音楽の文脈の

なかで流通・消費されているという側面もある。

23 またジェンダーの点でも、全てのインフォーマン

トが男性だが、少なくともエイジアン音楽の演じ手

が男性に偏っていることはかねてから指摘されてお

り［Dudrah 2007, 栗田 2010］、現在の業界全体もそ

れと同様に男性中心的な傾向があると思われる。

24 F 氏は元々東ロンドンでコミュニティ活動に携わ

っており、DJ は当初あくまで趣味でしかなかった

と語っているため、この記述には必ずしも当ては

まらない。

25 2010 年 7 月 17 日、リーズにてインタビュー。

26 ドゥワイヤーも、この時期のビデオの普及によっ

てインド映画が映画館で上映されなくなったことを

指摘している。また、ビデオの普及で南アジア系の

人々がヒンディー語映画だけでなく、自分の母語の

映画（大部分はグジャラーティー語とパンジャービ

ー語）に初めてアクセスできるようになり、ビデオ

店が数多く出現したという［Dwyer 2006］。

27 アラープのヒット曲で、UK バングラを代表する

曲でもある。歌詞は、恋をした青年が自分の義理

の姉（兄嫁）に相談するという内容。なお、イン

ドの家族においては広く、弟と兄嫁（ヒンディー語・

ウルドゥー語で ‘bhabhi’）は文化人類学で「冗談関

係（joking relationship）」と呼ばれる非常に親密な

（時にエロティックな幻想を抱く）関係性を結んで

いるとされる［Uberoi ed. 1993］。パンジャービー

語にも兄嫁を指すヒンディー語・ウルドゥー語と

ほぼ同じ発音の単語があり、その単語が曲のタイ

トルとなっている。このため、パンジャービー語

の歌詞を解さない南アジア系の人々にもこの曲が

共感を持って受け入れられた可能性は大きい。

28 2010年9月10日、バーミンガムにてインタビュー。

29 注 5 を参照のこと。

30 バングラデシュとインドの西ベンガル州一帯の

出身者（ベンガル語話者）のこと。イギリスでは

バングラデシュ出身者を指すことが多い。

31 2010 年 9 月 21 ～ 22 日、バーミンガムにてイ

ンタビュー。

32 これらの数字はあくまでも、インドの宗教や言

語の多様性を示すためのものであろう。

33 南インドのタミルナードゥ州出身者（タミル語

話者）のこと。

34 現在は Joi として活動中。

35 しかし、注 27 で示した理由から、歌詞の言語が

完全に重要でないとも言い切れない。

36 歌詞に用いられる言語がそれほど重要でないと

思われるもうひとつの理由として、南アジア系歌
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手が英語で歌う曲がエイジアン音楽にカテゴライ

ズされ、エイジアン音楽として宣伝されていると

いう点が挙げられる。（３－３で言及するジェイ・

ショーンは、このことを示す一例である。）また、

イギリスで生まれ教育を受けた若い世代にとって

は、第一言語は英語であり、南アジア系言語はせ

いぜい家庭で親や祖父母と会話する際に用いる程

度というケースが少なくない。こうした人々はコ

ミュニケーションにおいて、そもそも南アジア系

言語の運用能力の低さを不便と感じてもおらず、

南アジア系言語で歌われる曲の歌詞の内容にまで

注意を払っているとは考えられにくい。

37 インドのラージャスターン州出身者のこと。

38 在英南アジア系の若手作家ゴータム・マルカーニ

ーの小説Londonstani には、エイジアン・アンダー

グラウンドを白人に迎合した「女々しい（poncey）」

音楽とみなし、バングラをより「正しい（proper）」

デーシー・ミュージックだとみなす主人公に対し、

C 氏の番組を聴いて音楽性を広げろと友人がアドバ

イスする場面がある［Malkani 2006］。

39 2010年9月21日、バーミンガムにてインタビュー。

40 例えば、アメリカのラッパー Missy Elliott の “Get 

Ur Freak On” (2001) や R&B シンガー Truth Hurts

の “Addictive” (featuring Rakim) (2002)、安室奈美

恵の “Want Me, Want Me” (2005) など。

41 2010 年 9 月 24 日、ロンドンにてインタビュー。

42 ジェイ・ショーンは、2004 年のデビュー当初は

ボリウッド音楽をサンプリングした曲やパンジャー

ビー語の歌詞を含んだ曲を発表してきたが、その一

方でアーティストとして追求したいと考える表現方

法（「メインストリーム」な R&B）と周囲から求め

られる音楽（エイジアン的なサウンドやビート、パ

ンジャービー語で歌うことなど）とのズレという

問題をいくつかの曲のなかで提起し、その苦悩を

ラップの形で吐露してきた。その後、ショーンの音

楽性はエイジアン的な要素を完全に排した R&B に

移行し、さらに彼は 2009 年にはアメリカのヒップ

ホップレーベルに移籍して、全米デビューシングル

“Down” (featuring Lil’ Wayne) がビルボードチャート

1位を記録する大ヒットを収める。にもかかわらず、

ショーンのそのような R&B は UK エイジアン音楽

賞の複数の部門を受賞したり、BBC エイジアン・ネ

ットワークのヒットチャート番組で 1 位となったり

するなど、今もエイジアン音楽のカテゴリーに包含

されることが少なくない。

43 皆、南米のスペイン語圏にルーツを持ち、アメ

リカをはじめ世界中で人気を得ている歌手。

44 カナダのケベック州（フランス語圏）出身。

45 2010 年 9 月 23 日、ロンドンにてインタビュー。

なお、F 氏は現在バンドを脱退し、ソロの DJ とし

て活動する一方、東ロンドンでのソーシャルワー

クに復帰している。

46 その例として彼は、アメリカでは「エイジアン」

と言えば極東の中国人、日本人、韓国人などを指

すことを指摘している。

47 このことは、近年ではジェイ・ショーンのような、

南アジア的なサウンドや言語を完全に排し、米英

の R&B やヒップホップにアプローチした若い南ア

ジア系アーティストの楽曲が、DJ のリミックスに

よって「再び」エイジアン・サウンドを帯びると

いった実践や、イギリスやインド亜大陸以外の国

出身の南アジア系アーティストが在英南アジア系

アーティストとコラボレーションし、ヒップホッ

プの要素やエイジアン・サウンドをミックスした

バングラや「デーシー・ポップ」の楽曲をリリー

スして人気を獲得するといった動向とも結びつい

ている［栗田 2010］。

48 90 年代からバーミンガムの代表的なエイジア

ン・クラブイベントである Shaanti（シャーンティ）

が、Eastern Electronic Festival の一環として企画・

主催した。
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What is ‘Asian’ in British Asian Music?

A Case Study on Politics of Popular Music Genres
KURITA, Tomohiro

This article investigates the boundaries of so called ‘Asian music’ in the United Kingdom, in relation to the 

politics of cultural identities at work within the ethnic group referred to as ‘Asian’ . The main resources I will use 

are the results of interviews with those who are affiliated with Asian music industries. My main focus will be on 

the domination of Bhangra and Bollywood music, which are associated with particular regions and/or languages 

while being supported by a wider South Asian audience due to their characteristics as dance music (this also 

applies to hybrid club sounds that are referred to as ‘Asian Underground’ ). Also, music that is produced by artists 

with Asian background tends to be regarded as Asian music. My contention is that Asian music is in fact a very 

obscure category that continues to be used by depending on various contingent factors and contexts.




